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野 崎 韶 夫 先 生 を 悼 む

安　 井　 亮　 平

　野崎先生が 6 月20日に永眠 され た 。 享年89歳で あっ た 。

　 ロ シ ア の 演劇や バ レ エ の 研究や 紹介 ， 普及に つ くされ た偉大 な功績 に つ い て ，
こ

こ で 改め て 述 べ る必要は ない だろ うし ， それ に は私 な どよ りももっ とふ さわ しい 方

が い ら っ し ゃ る 。

　特 に こ の 20年余 り親炙 をえ，年 ご と に 先生 の 偉大 さ を感ず る よ うに な っ た私 に

とっ て， 人生 の 師 を失 っ た寂寥は底 知れ ない
。

　 こ の 空 白感を ど う表現 した ら よい の か ， 解 か らない
。

　今は た だ，哀悼の 念を こ め ，葬儀の 際述べ た 弔詞 を再録 させ て い ただ く。

　野 崎先生

　先生 に私が 初め て ロ シ ア 語を習 っ たの は
， もう40年 ほ ど前 の こ とに な ります 。

　先生 は
，

ロ シ ア 語 の 誤 っ た 発音や 解釈を決 して容赦 されない
， 厳 し くとて も怖 い

先生 で した 。 それ に もか か わ らず不 勉強な私た ちは，不正確 なロ シ ア語 で先生 を大

い に悩 ませ ましたが ， そ の 時 に は
，

ロ シ ア や バ レ エ や演劇に つ い て お たずねすれ ば，

先生 は機嫌 を直され る との 言い 伝 えが ， 露文 の 学生 にあ りま した 。

　確か に 先生 は ロ シ ァ とバ レエ と演劇 を心か ら生涯愛 され ま した 。

　1928年 5 月か ら32年10月に い た るモ ス ク ワ や レ ニ ン グ ラー ドで の留学 ， その 後 ，

満鉄で の 『東方評論』 な どの ロ シ ア 語で の 日本文化紹介の 仕事 ， 戦後 ，
3年半にお

よぶ 中央ア ジ ア で の 抑留後，早稲田 や 慶応外語 で の 30年近 くの ロ シ ア 語 と ロ シ ア 演

劇 ，
バ レ エ の 教授 ， 数々 の す ば らしくまた正確 な戯 曲や演劇理論の 翻訳な どな ど

，

つ ね に
一

貫 して ， 卓越 した ロ シ ア語 の 力と深い ロ シ ア とロ シ ア 人に つ い て の 知識を

生 か して J
ロ シ ア の 文化を日本に ， そ して 日本 の 文化 を ロ シ ア に伝え よ うとされ ま

した 。

　ロ シ ア の バ レ エ や 演劇 に つ い て も， 最後の 著書 『ロ シ ア ・バ レ エ の 黄金時代』

（1993年 11月 20日発行 ， 新書館） に い た る まで の 幾多の 著 書 ばか りで な く， 東京バ

レ エ 学校 の 設立 に 関 わ られ た り， 日本 ・世界バ レ エ コ ン クール の 審査員 を務め られ

た り， 来 日す る ロ シ ア の 演 劇人や バ レ エ 関係者 を親身に世話 され た りして ， 実際面

で も大 きく寄与 され ま した 。

　これ らの 仕事を，先生 は実に几張 面に ，

一
切 手抜 きを され る こ とな く， 常に 完全

主義で な さ っ たの で した 。 終生，実 に潔癖 に ま っ す ぐと
，

ご まか さな い で ，生 きる

こ と を貫か れ ま した 。 「蘆原 英了氏 を悼む」 とい う文章 で
， 先生 は，永年 の バ レ エ
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研究の 友，蘆原氏 に つ い て
， 「学 究的 な潔癖 さ は無類だ っ た 。 他 人が 間違 っ た こ と

を書 い た り， 言 っ た りす る の は我慢が な らなか っ た らしい 」 と書 い て お られ ますが
，

その 文章は そ の まま先生 に ぴ っ た りで す 。

　早稲田 を停年で 1976年 3 月に や め られ てか ら ， 永年にわ た っ て 集め られ た ，
ロ シ

ア の バ レエ や演劇 に つ い て の 貴重 な蔵 書や資料 をすべ て
， 早稲田の 演劇博物館に 寄

贈 され ま した 。 その 数は今 日 まで に3000点 。 その 大部分は
， 先生 自身が整理 カ

ー
ド

を作 られ ， それ に ， 日本語訳 を つ け られ ま した
。 その 上 ，

コ レ ク シ ョ ン を整理 する

費用 まで 寄付 され る ほ どの 徹底ぶ りで した。
い か に も先生 ら しい と， た だた だ感服

す るばか りで す 。 最後に お会い した時 ， それ は亡 くな られる 1週 間前の こ とで すが
，

まだ 1000冊残 っ て い る ，
こ れ は 自分で 整理 しなけれ ばな らな い

， と語 っ て お られま

した
。

　亡 くなられ る ち ょ うど10日前の こ とです 。 今月10日に ，足 がか な り不 自由で体調

が芳ば しくなか っ たに もかか わ らず ， 往復 と も車で ，上 野 まで モ ス ク ワ音楽劇場の

バ レ エ をご覧に な りに出掛け られ ま した 。 翌 ll日は
， 恒例の 「野崎会」 とい う集 ま

りで
，

ご 親族
一
同 とお 会い に な りま した。 さ らに ，次の 日， 12日に は

，
ロ シ ア に留

学され た 時の 親友 トペ ハ 夫妻 の お子 さん で 日本学者の グ リゴ リ エ ワ さん と，最近野

崎先生 の 生 涯 と仕事 に つ い て文章 を書い た サ ブ リナ さん を ， 先生お 気に入 りの 新宿

の 中華料理 店 に招 い て懇談され ま した 。 私 も幸い に列席 させ て い た だ きま した 。 こ

の 時先生は元気に ， 大好 きな 申華料理 を平 らげ られ て い ま した 。

　先 生が も っ とも大切 に され て い た ，
ご家族 とロ シ ア とバ レ エ

。 こ れ ら と，不思議

な こ とに， 自か らの 死 をあるい は 予感 され て い たの か ， 立派 に別か れ をな され
， そ

して 安 らかな死 を迎 え られ た よ うに，今感 じます。

　実 に見事に生 き，見事に 亡 くなられ たの だ と，最後の 最後 まで
，

い かに も自覚的

意志 的に生 きられ た先生 ら しか っ た と思 い ます 。
こ れ か ら私 たちが 生 き，老 い て い

くの に，見事 な手本 を示 して い ただ きま した
。 先生 とお別れするの は悲 しい

。 しか

し同時に
一

生 の 師 を得た幸せ をも，今感 じ始め て い ます 。

　も っ と生 きて い て い た だ きたか っ た
， もっ とい ろい ろ 伺 っ て おけば よか っ た ， と

の 思い は しき りですが ， それ は もう繰 り言で し ょ う。

　先生 ， 肉体か ら解 き放 たれ たこ れか らは，永年持病の ため お 出か けに なれ なか っ

た ロ シア を訪れ て
，

どうぞお好 きな だけ ，
バ レ エ や演劇 をお 楽 しみ 下 さい

。 ご冥福

をお 祈 りい た します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安　井 亮 平

　1995年 6 月24日
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